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上品濃16-48

☎045（821）0115 入試事務室（アドミッションセンター）

JR東戸塚駅徒歩12分
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交通アクセスマップ
※数字は東戸塚駅までの所要時間です。
 （朝通学時間帯の目安）
   路線図 は一部を表示しています。

薬
剤
師
国
家
試
験

臨床重視を的確にとらえた
段階的カリキュラム
臨床重視を的確にとらえた
段階的カリキュラム

●１年次

●２年次

●３年次

●４年次

●５年次

●６年次

実務実習事前学習Ⅰ

医療薬学チュートリアル演習Ⅱ

薬局・病院実務実習

卒業研究

早期臨床体験実習

薬学入門　　

医療薬学チュートリアル演習Ⅰ

症候論

研究法入門

処方解析演習 症候・診断学

チーム医療論

後期臨床体験実習後期臨床体験実習

臨床に強くなるための
湘南医療大学
オリジナル科目！

〈カリキュラムの概略イメージ〉

薬学総合プレ研究

入試日程

一
般
選
抜
Ⅲ
期

一
般
選
抜
Ⅱ
期

一
般
選
抜
Ⅰ
期

総
合
型
選
抜
Ⅲ
期

出願
 1/4（月）
　～1/19（火）

消印有効

出願
 1/4（月）
　 ～２/２（火）

消印有効

出願
 ２/１５（月）
　～２/２４（水）

消印有効

出願
 ２/２２（月）
　 ～３/３（水）

消印有効

１２３/ （土）

2/７（日）

2/２７（土）
3/６（土）

「薬学部 医療薬学科」開設。「薬学部 医療薬学科」開設。
2021年４月、湘南医療大学は
 １７病院と５１保健医療福祉施設の協力の下、
臨床に強い薬剤師の養成を開始します。

き
、
実
習
先
の
指
導
薬
剤
師
と
協

力
し
て
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、【
大
学
教
育
…

薬
学
部
、
保
健
医
療
学
部
】【
研

究
…
学
生
、
教
員
、
医
療
従
事
者
、

臨
床
医
学
研
究
所
】【
臨
床
現
場

…
グ
ル
ー
プ
関
連
施
設
】
の
３
つ

の
異
な
る
立
場
で
、
統
合
・
連
携

し
て
進
め
る
『
生
き
た
医
療
人
教

育
』
が
、
湘
南
医
療
大
学
の
大
き

な
特
色
で
す
」

現
場
に
即
応
「
チ
ー
ム
医
療
論
」

　
「
さ
ら
に
、
医
療
現
場
に
欠

か
せ
な
い
多
職
種
協
働
に
よ
る

『
チ
ー
ム
医
療
』
を
身
に
付
け
る

た
め
に
、
保
健
医
療
学
部
（
看
護

学
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

科
、
理
学
療
法
学
専
攻
・
作
業
療

法
学
専
攻
）
の
学
生
と
と
も
に
、

『
チ
ー
ム
医
療
論
』
を
学
べ
る
こ

と
も
特
色
で
す
。

　
『
チ
ー
ム
医
療
論
』
で
は
、
演

習
形
式
で
〈
身
体
的
疾
患
支
援
〉

〈
地
域
包
括
支
援
〉〈
精
神
心
理
疾

患
支
援
〉の
臨
床
課
題
に
つ
い
て
、

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
学
生
の
主
体
的
学
び
を
促

進
す
る
学
習
法
に
よ
り
、
臨
床
現

場
に
必
要
な
論
理
的
思
考
力
、
課

題
解
決
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
の
薬
学
部
で

は
、特
色
あ
る
教
育
体
制
の
下
で
、

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
臨
床
に

強
い
薬
剤
師
の
養
成
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
」。

17
病
院・51
施
設
下
の
臨
床
教
育

　
「
そ
の
一
つ
は
、『
臨
床
一
貫

型
連
携
教
育
体
制
』（
Ｉ
Ｅ
Ｓ
：

Integrated educational system

）
で
す
。
臨

床
教
育
・
臨
床
現
場（
実
務
実
習
）・

研
究
活
動
の
三
要
素
の
集
合
体

を
、
一
貫
・
関
連
性
を
も
た
せ
る

展
開
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
の
強
み
で
あ
る

17
グ
ル
ー
プ
病
院
と
51
保
健
医
療

福
祉
施
設
に
わ
た
る
最
大
級
の
協

力
体
制
の
下
で
、
一
貫
し
た
臨
床

教
育
を
実
践
し
ま
す
。

　

急
性
期
か
ら
回
復
期
・
慢
性
期

ま
で
の
病
床
を
有
す
る
連
携
病
院

は
、
本
校
薬
学
部
の
病
院
実
務
実

習
等
を
担
当
す
る
こ
と
で
、『
病

院
実
務
実
習
の
コ
ア
セ
ン
タ
ー
』

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

特
に
、
本
校
薬
学
部
の
独
自
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
『
後
期
臨
床

体
験
実
習
』
で
は
、
回
復
期
お
よ

び
慢
性
期
の
医
療
を
実
践
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
」

少
人
数
制
と
連
携
に
よ
る
育
成

　
「
ま
た
、
本
校
に
は
経
験

豊
か
な
医
療
系
教
員
が
そ

ろ
い
、
薬
学
部
は
１
学
年

１
３
０
名
と
い
う
少
人
数

制
に
よ
っ
て
、
き
め
細
や

か
な
臨
床
教
育
を
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実

習
病
院
で
の
指
導
は
、
医

療
系
教
員
も
現
場
に
出
向

　
（
石
橋
特
任
教
授
）「
超
高
齢
社

会
の
中
で
、
薬
剤
師
に
は
、
医
療

に
お
け
る
最
適
な
薬
物
療
法
の
提

供
、
服
薬
指
導
、
医
療
安
全
対
策

な
ど
、
医
療
の
担
い
手
と
し
て
の

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
学
教
育
は
、
医
学
や
歯
学
と

同
様
に
、
６
年
制
教
育
で
す
。
教

養
教
育
、
医
療
薬
学
を
は
じ
め
と

す
る
専
門
教
育
だ
け
で
な
く
、
臨

床
に
係
る
実
践
的
能
力
を
培
う
た

め
に
、病
院
お
よ
び
薬
局
で
の『
実

務
実
習
』
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
の
薬
学
部
医
療

薬
学
科
で
は
、
６
年
間
と
い
う
長

い
学
び
の
間
、
学
修
の
進
捗
に
と

も
な
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

さ
ら
に
向
上
す
る
た
め
の
教
育
・

研
究
体
制
を
組
ん
で
い
ま
す
」

　薬学部より
　　　  ご挨拶

石橋 芳雄  特任教授
（21年４月着任予定）

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
湘
南
医
療
大
学
に
、
来
年
（
２
０
２
１
年
）
４
月
、
新
し
い
学

部
「
薬
学
部
・
医
療
薬
学
科
」
が
誕
生
し
ま
す
。
東
戸
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
、
地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
「
質
の
高
い
薬
剤
師
」
を
育
成
す
る
た
め
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
科
目
「
後

期
臨
床
体
験
実
習
」
の
設
置
な
ど
、特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
を
養
成

新
設
の「
薬
学
部
」、出
願
開
始

湘
南
医
療
大
学

◦明治薬科大学大学院修士課程修了 医学博士
◦前・明治薬科大学免疫制御学研究室 教授 など

専門分野 … 微生物学、免疫学

湘
南
医
療
大
学 

薬
学
部

石
橋 

芳
雄 

特
任
教
授

　
　
　
　
　（
来
春
着
任
予
定
）

2020年12月
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こ
の「
人
」に
聞
く

　

○
…
「
４
月
よ
り
茅
ケ
崎

中
央
病
院
で
整
形
外
科
を
担

当
し
て
い
る
東
山
礼
治
で
す
。

２
０
１
８
年
11
月
か
ら
湘
南
東

部
総
合
病
院
に
勤
務
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
、
近

隣
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
も
多
く

の
患
者
さ
ま
を
ご
紹
介
頂
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」。

　

〇
…
２
０
１
２
年
に
関
節
鏡

に
よ
る
低
侵
襲
な
足
首
の
靭
帯

再
建
術
を
、
日
本
で
初
成
功
さ

せ
て
以
来
、
世
界
ト
ッ
プ
バ
レ

エ
ダ
ン
サ
ー
や
空
手
日
本
代
表

な
ど
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
治

療
に
も
成
功
。
関
節
鏡
を
使
っ

た
新
し
い
手
術
方
法
の
開
発
は

止
ま
る
こ
と
な
く
、
足
首
に
あ

る
靭
帯
の
う
ち
、
内
側
に
あ
る

「
前
脛
距
靭
帯
（ATTL

）
の
再
建
術

（ARATTL

）」、
外
側
に
あ
る
「
前

距
腓
靭
帯
（ATFL

）
と
踵
腓
靭
帯

（CFL

）
の
再
建
術
」、「
後
距
腓
靭

帯
（PTFL

）
の
再
建
術
（ScopicPAC

）」、

「
前
距
腓
靭
帯
（ATFL

）
の
縫
合
術

と
再
建
術
を
融
合
さ
せ
た
方
法

（AAARR

）」、「
外
側
距
踵
靭
帯
（LTCL

）

の
再
建
術
（ALC-Triangle

）」
は
ビ

デ
オ
付
き
の
英
語
論
文
や
英
語

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

〇
…
ス
ポ
ー
ツ
で
負
傷
す
る

こ
と
が
多
い
の
は
、
足
首
以
外

に
膝
も
あ
り
ま
す
が
、
東
山
医

師
は
、
プ
ロ
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー

ム
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
経
験
か

ら
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
必
要
な
再

断
裂
し
に
く
い
膝
靭
帯
手
術
を

追
及
し
、「
前
十
字
靭
帯
（ACL

）」

再
建
術
と
「
膝
前
外
側
靭
帯

（ALL
）」
の
再
建
術
の
併
用
を
日

本
で
先
駆
け
て
報
告
し
、
ま
た

骨
バ
ン
ク
の
あ
る
大
学
病
院
に

長
く
勤
務
し
て
い
た
こ
と
で
日

本
で
は
入
手
困
難
な
「
同
種
腱

に
よ
る
再
建
術
」
を
成
し
遂
げ

た
医
師
の
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。

　

〇
…
「
足
首
の
痛
み
は
捻
挫

の
後
遺
症
で
あ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
れ
に
気
づ
い
て

い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、

『
ゆ
る
い
足
首
』
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
私
の
外
来
で
初
め
て
知

る
人
が
多
い
で
す
。
そ
の
分
、

丁
寧
な
説
明
を
心
掛
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
待
ち
時
間
を
頂
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
是
非
ご

来
院
下
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

東山 礼治 医師
 （ひがしやま れいじ）　　　　

茅ケ崎中央病院
【整形外科】

医学博士
日本整形外科学会 整形外科専門医
日本スポーツ協会 公認スポーツドクター

  

足
首
の
靭
帯
治
療
で

　  

世
界
初
の
関
節
鏡
手
術
を
考
案

　
「
Ｓス

ペ

ク

ト

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
と
は
、
Ｃ
Ｔ

な
ど
の
よ
う
に
、
検
査
装
置
の

一
つ
で
す
。
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で

は
、
主
に
【
臓
器
の
形
や
大
き

さ
】を
調
べ
て
い
く
こ
と
に
対
し
、

Ｓス

ペ

ク

ト

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
で
は
、
主
に
【
臓
器

の
機
能（
は
た
ら
き
）・代
謝
状
態
】

を
調
べ
て
い
き
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
疾
病
に
よ
っ
て
臓
器

の
形
や
大
き
さ
に
変
化
が
現
れ
る

前
の
微
妙
な
兆
候
を
、
よ
り
早
期

に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
る

検
査
と
な
り
ま
す
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
（
茅
ヶ

崎
市
西
久
保
５
０
０
）
で
は
、

Ｓス

ペ

ク

ト

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
し
、
今

秋
か
ら
二
種
類
の
検
査
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

◆
骨
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

　

全
身
の
骨
の
様
子
を
撮
影
し
、

が
ん
の
骨
転
移
や
外
傷
等
に
よ
る

微
小
骨
折
な
ど
を
詳
し
く
調
べ
ま

す
。
が
ん
を
対
象
と
し
た
検
査
だ

け
で
な
く
、
疲
労
骨
折
や
骨
粗
鬆

症
と
い
っ
た
骨
症
状
の
早
期
発
見

に
も
効
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
薬
剤
を
投
与
し
て
、
体
内
か
ら

の
発
光
を
特
殊
な
カ
メ
ラ
で
と
ら

え
ま
す
。
薬
剤
は
代
謝
が
盛
ん
な

部
分
に
多
く
集
ま
る
の
で
、
撮
影

さ
れ
た
画
像
で
は
、
骨
の
状
態
の

変
化
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

骨シンチグラフィ検査

午前中に注射し、
午後（約４時間後）
に撮影

午前中に注射し、
午後（約４時間後）
に撮影

正面像 背面像

カメラ

放射線

薬剤のマーキング撮影約30分

撮影直前に排尿

薬剤のマーキング

カメラ

放射線

疾　患　例

正　常

パーキンソン病 レビー小体型
認知症

ドパミントランスポーターシンチグラフィ検査

注射後、３～６時間
空けて頭部を撮影

撮影約30分 ☎0467ー 83ｰ9111

新湘南バイパス
北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

北口

中央公園

茅ケ崎駅

45

1
シャトルバス

乗り場

ココ

湘南東部総合病院

JR茅ケ崎駅北口および
茅ヶ崎市内各所などから
無料シャトルバスをご利用ください

＜病院アクセス＞

スペクト検査装置
湘南東部総合病院に導入されました

最新鋭の医療機器を紹介

がんの骨転移、認知症、パーキンソン病などを早期発見

◆
ド
パ
ミ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー

シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

　
日
本
で
は
２
０
１
４
年
１
月
か

ら
開
始
さ
れ
た
新
し
い
認
知
症
検

査
で
す
が
、
世
界
で
は
以
前
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
脳
内
の
神
経
経
路
（
ド
パ
ミ
ン

神
経
）
に
存
在
す
る
ド
パ
ミ
ン

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
を
画
像
化

し
て
調
べ
る
検

査
で
す
。
脳
に

集
ま
る
性
質
を

も
つ
薬
剤
を
投

与
す
る
こ
と
で
、

ド
パ
ミ
ン
神
経

の
変
性
・
脱
落

を
評
価
し
て
い

き
ま
す
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
や
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症

な
ど
の
脳
内
変

性
疾
患
の
診
断

に
使
わ
れ
ま
す
。

ＳＰＥＣＴ装置

●日本循環器学会 循環器専門医
●日本心血管インターベンション治療学会
  専門医
●日本内科学会 総合内科専門医
●身体障害者福祉法第15条指定医
　（心臓機能障害）
●難病指定医

薄葉 文彦医師
  うすば　  ふみひこ
湘南東部総合病院 
                  循環器内科部長

　
（
薄
葉
医
師
）「
一
方
で
、『
私

は
毎
年
、
心
電
図
検
査
を
受
け
て

い
る
の
で
大
丈
夫
』
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
心
臓
に
障
害

が
出
な
い
限
り
心
電
図
異
常
は
出

ま
せ
ん
の
で
、
狭
心
症
を
抱
え
て

い
て
も
、
普
段
の
心
電
図
は
正
常

と
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
負
荷

心
電
図
検
査
を
行
な
い
ま
す
と
診

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
50
％
ぐ
ら
い
の
診
断
率
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
普
段
は
何
も

間
題
な
い
』と
思
っ
て
い
る
方
が
、

初
め
て
狭
心
症
発
作
を
起
こ
し
た

時
に
は
、か
な
り
病
状
が
進
ん
で
、

時
に
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
」

　

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
悪
化
し
て
い
く
ケ
ー
ス
も
多
い
「
狭
心
症
」。
狭
心
症

か
ら
心
筋
梗
塞
へ
進
行
し
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
冠
動
脈
造
影

検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
院
の
薄
葉
文
彦
医
師
に
、
狭
心
症
の
発
症
の
特

徴
や
自
分
で
で
き
る
簡
易
的
な
チ
ェ
ッ
ク
方
法
に
つ
い
て
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。

う
な
『
胸
痛
発
作
』
を
主
な
症
状

と
し
て
診
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者

さ
ま
は
、
20
％
に
も
満
た
な
い
の

で
す
。

　

外
来
診
察
時
に
、
患
者
さ
ま
に

詳
し
く
症
状
を
お
尋
ね
す
れ
ば
、

あ
る
程
度
は
推
測
で
き
ま
す
が
、

多
く
の
方
は
『
な
ん
と
な
く
息
切

れ
が
す
る
』『
ち
ょ
っ
と
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
た
か
な
、
で
も
年
の

せ
い
か
な
』
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
気

が
付
か
な
い
方
が
多
い
の
が
特
徴

で
す
」

　
（
薄
葉
医
師
）「
狭
心
症
と
い
い

ま
す
と
、『
胸
痛
発
作
』と
い
っ
て
、

胸
が
か
き
む
し
ら
れ
る
よ
う
に
痛

く
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
こ
の
よ

　
（
薄
葉
医
師
）「
驚
か
れ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
心
配
は
い

　
（
薄
葉
医
師
）「
ど
の
よ
う
な
検

査
を
受
け
る
か
と
い
い
ま
す
と
、

体
に
あ
ま
り
負
担
が
か
か
ら
な
い

Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る
冠
動
脈
造
影
が

受
け
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
性
別
と
年
齢
、
持
病
な

ど
６
つ
の
項
目
で
も
、
狭
心
症
の

可
能
性
を
ご
自
身
で
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
＝
右
表
。
こ

の
う
ち
３
項
目
以
上
に
該
当
す
る

場
合
は
、
狭
心
症
が
始
ま
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
無

症
状
で
も
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

早
期
に
検
査
を
受
け
て
、
未
然

に
病
気
を
封
じ
込
め
る
こ
と
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
と
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

当
院
（
湘
南
東
部
総
合
病
院
）

で
は
、
手
術
前
や
検
査
前
に
説
明

と
同
意
を
得
て
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
抗
原
検
査
を
施
行
し
、
患
者
さ

ま
と
ス
タ
ッ
フ
が
安
心
し
て
医
療

を
実
施
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
当
院
へ
は
、
気

兼
ね
す
る
こ
と
な
く
、
お
越
し
く

だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力

　
湘
南
東
部
総
合
病
院

　
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

湘
南
東
部
総
合
病
院　

循
環
器
内
科

「
症
状
が
な
い
狭
心
症
に
ご
注
意
を
！
」

薄
葉
文
彦 

部
長

キリトリ

狭心症チェック

狭心症の可能性あり

狭心症の可能性あり

該当で該当で

３つ以上

□ 男性55歳以上、女性65歳以上
□ 高血圧症である
□ 高脂血症である
□ 糖尿病である
□ 高尿酸血症である
□ 家族が狭心症や心筋梗塞に罹患した

☎0467（83）9192へ！
湘南東部総合病院

狭心症の検査・診察は…

り
ま
せ
ん
。
こ
の
狭
心
症
は
、
心

筋
梗
塞
に
な
る
前
で
あ
れ
ば
、
ほ

と
ん
ど
が
治
療
で
治
り
ま
す
。
そ

し
て
、
生
活
の
質
を
変
え
る
こ
と

な
く
、過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
症
状
が

な
く
て
も
、
一
度
は
検
査
を
受
け

ら
れ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
も

し
異
常
が
見
つ
か
れ
ば
、
早
め
に

治
療
が
で
き
る
か
ら
で
す
」

発
作
よ
り
も
実
際
に
は

心
電
図
に
あ
ら
わ
れ
に
く
い

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
鉄
則

無
症
状
で
も
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
を
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☎0467ｰ83ｰ9111（代）申込み
問合せ

カテーテルを入れずに、心臓の血管を
立体画像で調べ、「心筋梗塞」「狭心症」
の早期発見に有用な検査です。 

息止め5秒で撮影可能
・動く心臓もブレを抑えて撮影
・二対の管球と検出器で時間短縮
・被曝量や造影剤使用量を低減化

最新鋭ＦＰＤを搭載した装置で検査
・フルデジタル乳房撮影による診断
・Ｘ線量や危険性を低減化

早期に発見し、治療をすれば「治るがん」
には、定期的に検査を受けて体の状態を
チェックしていきましょう。

もの忘れが心配な方や、記憶障害などで
生活に支障をきたす病気「認知症」の予防
対策に受診する方が増えています。

16,500円（税込）

27,500円（税込）

27,500円（税込）

18,000円（税込）

3.0テスラMRI

超高磁場で明瞭な画像を描出！
・画像の高解像度化
・撮影時間の短縮
・細い血管の描出にも強い
・頭部の撮影に効果を発揮

脳ドック

認知症ドック

乳がんドック

循環器ドック

3.0テスラMRI

3.0テスラMRI VSRAD

マンモグラフィ

マンモグラフィ

冠動脈デュアルソースCT

冠動脈デュアルソースCT

無症状の脳疾患でも、MRI 撮影によって、
隠れた「くも膜下出血」「脳梗塞」「脳出血」
などを発見へ！

湘南東部総合病院 各種検査のご案内

　

最
近
、「
特
定
健
診
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
健
康
診
断
（
健
診
）
の
こ

と
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
政
府
推
奨
の
健
康
診
断
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、「
が
ん
検
診
」
は
、
が
ん
を
調
べ
る
目
的
で
行
な
う

検
査
を
表
し
ま
す
。
健
診
や
検
診
は
、
本
来
は
無
症
状
で
あ
る
時
期
に
受
け
る
も
の
で
す
。

　

近
年
、病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、

「
特
定
健け
ん
し
ん診、
受
付
中
」
と
い
う

看
板
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
「
け
ん
し
ん
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
疑
問
を

抱
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
健け
ん
し
ん診
」
と
「
検け
ん
し
ん診
」、
一
体
ど
ち

ら
が
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
こ
の
言
葉
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
そ
の
内
容
に

よ
っ
て
、
言
葉
が
使
い
分
け
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
「
健
診
」
は
、
健
康
診
断
の
こ

と
で
す
。
あ
る
特
定
の
病
気
を
調

べ
る
検
査
で
は
な
く
、
個
人
の
健

康
状
態
を
確
認
し
て
、
隠
れ
て
い

る
病
気
な
ど
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
人
の
死
因
の
約
６

割
は
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中

な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
生
活
習
慣
病
」

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活
習

35.635.5
41.741.7

男性 女性

過去１年間の「がん検診」受診率
［４０～６９歳（子宮頚がんは２０～６９歳）が対象］

子宮頚
がん

乳がん大腸がん胃がん

（％）
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肺がん
厚労省「国民生活基礎調査」２０１６年より作成

33.7

44.546.4
51.0

38.538.5 36.936.9
41.7

35.6 　

一
方
、「
検
診
」
は
、
特
定
の

病
気
を
発
見
し
、
早
期
に
治
療
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
検
査

で
す
。

　

例
え
ば
、「
胃
が
ん
検
診
」「
大

〈イメージ〉病
院
な
ど
で
見
か
け
る
案
内
看
板

素
朴
な
疑
問
を
解
決
！

  

「
健
診
」と「
検
診
」、目
的
が
違
う
っ
て
本
当
？

特 集

慣
病
の
予
防
を
行
な
っ
た
り
、
自

分
で
は
気
付
い
て
い
な
い
病
気
を

発
見
し
、
自
覚
す
る
こ
と
に
「
健

診
」
は
役
立
ち
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
「
特
定
健
診
（
特
定
健
康

診
査
）」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

勤
務
先
の
企
業
が
実
施
し
て
い
る

「
社
員
健
診
」
や
、通
学
先
（
学
校
）

で
の
健
診
、
妊
娠
中
の
女
性
が
受

け
る
「
妊
婦
健
診
」
な
ど
も
、
こ

れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

腸
が
ん
検
診
」「
乳
が
ん
検
診
」

「
歯
科
検
診
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
を
発
見
す
る
た
め
で
あ
っ
た

ら
、
健
診
だ
け
で
な
く
、
が
ん
を

発
見
す
る
た
め
の
検
査
を
備
え
て

い
る
「
が
ん
検
診
」
の
受
診
が
必

要
な
の
で
す
。

根
治
が
可
能
で
す
。
40
歳
以
上
に

な
っ
た
ら
、
毎
年
、
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
進
行
し
て
か
ら
で
は
、

治
療
に
か
か
る
負
担
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
を
例
に
あ
げ
る
と
、

日
本
で
は
毎
年
お
よ
そ
５
万
人
が

死
亡
し
て
い
ま
す
。
下
血
や
腹
痛

な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
で

は
、
大
腸
が
ん
は
既
に
進
行
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
無
症
状
の

う
ち
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
、

早
期
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
早
期
の
治
療
で

　

厚
労
省
の
調
査
（「
国
民
生
活

基
礎
調
査
」
２
０
１
６
年
）
に
よ

る
と
、
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
、男
性
44
．５
％
、女
性
38
．５
％

で
し
た
。

　

が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い
理
由

を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
結

果
が
出
ま
し
た
。（
内
閣
府
「
が

ん
対
策
に
関
す
る
世
論
調
査
」

２
０
１
６
年
よ
り
抜
粋
）。

◇
受
け
る
時
間
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

  

…
30
．６
％

◇
健
康
に
自
信
が
あ
り
、
必
要
性

　
を
感
じ
な
い　
　

  

…
29
．２
％

◇
心
配
な
と
き
は
、
い
つ
で
も
受

　
診
で
き
る　
　
　

  

…
23
．７
％

◇
経
済
的
に
負
担
に
な
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

…
15
．９
％

　

こ
の
結
果
か
ら
、
多
く
が
緊
急

性
を
抱
い
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。し
か
し
、健
診
・
検
診
は
、

自
覚
症
状
が
な
い
時
に
受
け
て
、

病
気
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
本

来
の
目
的
で
す
。
健
康
と
思
っ
て

い
る
時
に
こ
そ
、
受
け
る
べ
き
も

の
な
の
で
す
。
心
配
に
な
っ
た
時

に
は
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
健
診
・
検
診
を
先
送

り
に
し
て
き
た
人
は
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
特
定
健
診
や
気
に

な
る
部
位
を
し
っ
か
り
と
調
べ
る

各
種
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
状
態
を
知
る
「
健
診
」

特
定
の
病
気
を
調
べ
る
「
検
診
」

大
腸
が
ん
の
場
合
は

受
診
し
な
い
多
く
の
理
由
は

尿
器
科
外
来
や
健
康
診
断
で
簡
単

に
受
け
ら
れ
る
採
血
検
査
で
す
。

ま
だ
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
は
、

是
非
、受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

　
―
―
―
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
以
外
の
治
療

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
下
平
医
師
）「
今
年
８
月
か
ら

当
院
は
、
尿
路
結
石
に
対
す
る
経

尿
道
的
尿
路
結
石
除
去
術
（
Ｔ
Ｕ

Ｌ
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

麻
酔
に
よ
っ
て
、
痛
み
を
と
も

な
わ
な
い
状
態
で
、
尿
道
か
ら
細

い
内
視
鏡
『
尿
管
鏡
』
を
挿
入

し
、
モ
ニ
タ
ー
観
察
下
で
、
結
石

重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
50
歳

以
上
の
男
性
に
は
、
前
立
腺
が
ん

の
早
期
発
見
に
有
効
と
さ
れ
る

『
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
』
の
受
診
を
お
す

す
め
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
と
は
、
前
立
腺
が

ん
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
泌

②
術
中
の
出
血
が
少
な
い
③
術
後

の
疼
痛
が
少
な
い
④
回
復
が
早
い

⑤
機
能
温
存
の
向
上
な
ど
、
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
早
期
の
社

会
復
帰
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
根
治
を
目
指
す
た
め

に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

　
（
下
平
医
師
）「
湘
南
東
部
総
合

病
院
で
は
、
前
立
腺
が
ん
の
根
治

的
治
療
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

下
根
治
的
前
立
腺
全
摘
除
（
Ｒ
Ａ

Ｒ
Ｐ
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
は
、
従
来
の
開
腹
手

術
に
比
べ
て
、
①
傷
口
が
小
さ
い

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
に
よ
る

前
立
腺
が
ん
の
治
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
、
レ
ー
ザ
ー
結
石
破
砕
装

置
も
導
入
し
、
尿
路
結
石
の
治
療
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

湘南東部総合病院

＋1,000円
オプション代

例

で受診が可能！で受診が可能！

住民健診住民健診

PSA検査を受診するには…

保険診療

▪健康診断の「オプション」で
受ける

▪尿の症状（または疑い）がある
→ 泌尿器科を受診

自費診療▪「人間ドック」で受ける

　

検
査
は
、
採
血
で

行
な
い
ま
す
。
検
診

と
し
て
受
け
る
場
合
、

検
査
を
希
望
す
る
人

に
対
し
「
自
費
診
療
」

扱
い
（
数
千
円
程
度
）

の
医
療
機
関
も
あ
り

ま
す
が
、「
健
康
診
断

の
オ
プ
シ
ョ
ン
」
と

し
て
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
が

受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
（
例
・

湘
南
東
部
総
合
病
院
な
ど
）。

　

ま
た
、「
夜
間
に
何
度
も
ト
イ

レ
に
起
き
る
」「
以
前
よ
り
、
昼

間
の
ト
イ
レ
の
回
数
が
多
く
な
っ

た
（
ト
イ
レ
が
近
く
な
っ
た
）」

な
ど
の
症
状
を
も
つ
場
合
は
、
保

険
診
療
で
の
検
査
が
可
能
で
す
。

毎
年
の
健
康
診
断
と
一
緒
に

　

前
立
腺
が
ん
は
、
50
歳
を
超
え

る
と
、
急
激
に
罹
患
率
が
上
昇
す

る
の
で
、中
年
を
迎
え
た
男
性
は
、

が
ん
の
統
計
を
予
測
す
る
各
種
の

調
査
資
料
で
は
、
男
性
の
部
位
別

罹
患
数
で
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す

（
上
グ
ラ
フ
参
照
）。
し
か
し
、
前

立
腺
が
ん
は
、
早
期
の
発
見
が
可

能
な
が
ん
と
さ
れ
、
そ
の
理
由
に

は
、「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。Ｐ

Ｓ
Ａ
検
査
と
は

　

前
立
腺
が
ん
を
発
見
す
る
「
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
」
の
精
度
が
高
く
、

無
症
状
の
段
階
を
含
め
て
、
高
い

確
率
で
発
見
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
の
が
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
で
す
。

え
た
り
、
精
子
を
保
護
す
る
役
割

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
こ
の
が
ん
（
前
立

腺
が
ん
）が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

前
立
腺
と
い
う
器
官
は
、
男
性

の
尿
道
付
近
に
あ
る
も
の
で
、「
前

立
腺
液
」
と
い
わ
れ
る
精
液
の
一

部
を
つ
く
り
、
精
子
に
栄
養
を
与

　
「
が
ん
が
転
移
し
た
」
な
ど
、
が
ん
に
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
も
の
で
す
が
、

実
際
に
は
、
根
治
に
向
か
う
可
能
性
が
高
い
が
ん
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
「
前

立
腺
が
ん
」
は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
が
早
期
発
見
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
ダ・ヴ
ィ
ン
チ
」

湘南東部総合病院
☎0467-83-9192 
予約電話

湘
南
東
部
総
合
病
院　

泌
尿
器
科

　
　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ・
ヴ
ィ
ン
チ
」で

　
　
　
　
体
に
や
さ
し
い
前
立
腺
治
療
を
実
施

前
立
腺
が
ん
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

男
性
最
多
の
が
ん
は
、採
血
で
早
期
発
見
を
！

毎
年
の
健
康
診
断
の
一
環
と
し

て
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
も
一
緒
に
受
け

て
い
く
こ
と
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

他
の
臓
器
や
骨
に
転
移
す
る
前

で
あ
っ
た
場
合
、
前
立
腺
が
ん
は

「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
根
治
的
前
立

腺
全
摘
除
術
」（
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
な
ど

に
よ
っ
て
、
根
治
が
期
待
で
き
る

が
ん
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
の
受
診

を
心
掛
け
て
、
早
期
発
見
と
予
防

に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●医学博士
●日本泌尿器科学会
  　　　専門医・指導医
●日本ロボット外科学会
　　　　ロボット手術（ダ・ヴィンチ）専門医
●日本泌尿器内視鏡学会
　　　　泌尿器ロボット支援手術
　　　　プロクター認定医ほか

下平 憲治医師
しもだいら　けんじ
湘南東部総合病院 泌尿器科

PSA検査の年齢階層別基準値
年齢 基準値

64歳以下 3.0ng/ml

65～69歳 3.5ng/ml

70歳以上 4.0ng/ml
「前立腺がん検診ガイドライン」2016年資料より

を
レ
ー
ザ
ー
砕
石
、
ま
た
は
鉗
子

で
摘
出
す
る
治
療
法
で
す
。
Ｔ
Ｕ

Ｌ
は
、
安
全
か
つ
確
実
な
治
療
が

期
待
で
き
る
方
法
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
」

　

―
―
―
尿
路
結
石
に
つ
い
て
、

簡
単
に
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

　
（
下
平
医
師
）「
尿
路
結
石
は
、

尿
管
に
結
石
が
つ
ま
る
こ
と
で
、

急
激
な
背
部
痛
や
側
腹
部
痛
が
生

じ
ま
す
。
こ
の
痛
み
は
腎じ
ん
せ
ん
つ
う

疝
痛
と

呼
ば
れ
、
嘔
吐
や
血
尿
な
ど
の
症

状
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
尿
路
結
石
が
疑
わ
し
い
症

状
は
当
院
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
と
診
察
い
た
し
ま
す
」。
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「がん・統計白書2012（篠原出版新社）」「がん市民公開講座（岡山医療センター）」より
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に
よ
る
医
療
風
景
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Recruit Information

今月オススメ

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

補助有

正 補

保育所有

無料バス有

正社員

車通勤可

経験者優遇茅ケ崎新北陵病院
〒253-0007 茅ヶ崎市行谷583-1

☎0467-53-4111
http://www.fureai-g.or.jp/hokuryou/

社会保険完備、交通費支給（５万円まで）、車通勤可、保育所あり、最寄駅方面のシャトルバス無料（茅ケ崎駅・湘南台駅）、年間休日121日、試用期間3カ月、
賞与年3回（例年実績4カ月）、年次有給休暇（６カ月で１０日付与）、医療費全額補助 など待遇

医療法人社団
康心会

まずは質問や確認したいことをお
問合せください。面接日などもお伝
えいたします。お気軽にお電話を。
採用担当：総務課 内田・小西

応 

募

JR茅ケ崎駅、相鉄線・小田急線・横浜市営地下鉄湘南台駅 薬剤師・ソーシャルワーカー・看護師・准看護師

丁寧なOJTで「ずっと働きたい職場」に！マイカー通勤可
駐 車 場 無 料！

月ー土
〈シフト制〉

※表示金額は給与（月給制）。
   表示時間は勤務時間帯。

薬剤師

２5万89００円以上

8：3０
　～17：3０

ソーシャルワーカー

完 全
シフト制

経験
５年

経験
５年

月ー土
〈シフト制〉

２2万60００円以上

8：3０
　～17：3０

経験
５年

看護師または准看護師

看 護 師▶31万30００円以上

8：30～17：30
10：00～19：00
17：00～翌9：00

夜勤４回／月
の場合（ ）

准看護師▶２6万91００円以上 同 上（ ）

治療の流れ
●
計
画
Ｃ
Ｔ（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

  

撮
影

●
固
定
具
作
成

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ

　
　
治
療

外
来
初
診

治
療
準
備

治
療
日
程
決
定

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

サイバーナイフ 対象疾患
頭蓋内
●転移性脳腫瘍  ●神経膠腫  ●髄膜腫
●下垂体腺腫  ●聴神経腫瘍  ●脳動静脈奇形
●悪性リンパ腫 ●硬膜動静脈瘻 ●頭蓋咽頭腫

脊椎脊髄
●脊髄転移  ●上衣腫  ●髄膜腫  ●神経鞘腫
●脊椎転移  ●脊髄動静脈奇形

頭頸部
●頸部リンパ節転移
●耳鼻科・頭頸部外科・口腔外科領域の腫瘍

体幹部
●肺がん（原発・転移） ●前立腺がん ●膵臓がん
●肝臓がん（原発・転移）  ●腎がん ●オリゴ転移

がんを的確にとらえる
PET‒CT

がんに集中照射する
サイバーナイフ

〈
野
村
竜
太
郎
医
師
・
以
下
〉

　
「
は
じ
め
ま
し
て
、
茅
ケ
崎
中

央
病
院
・
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
セ
ン

タ
ー
の
野
村
と
申
し
ま
す
。

　

当
院
は
、
今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
診
療
体
制

で
こ
の
湘
南
地
域
の
医
療
に
貢
献

す
べ
く
、“
切
ら
な
い
が
ん
治
療
”

の
一
翼
を
担
う
『
サ
イ
バ
ー
ナ
イ

フ
』（
最
新
鋭
の
Ｍ
６
シ
リ
ー
ズ
）

を
導
入
し
、
が
ん
治
療
に
注
力
し

て
い
く
体
制
を
整
え
ま
し
た
」

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
照
射
す
る

　
「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
病
変

に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

放
射
線
を
集
中
さ
せ
、
高
精
度
に

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
照
射
が
可
能
な
機

械
で
す
。
当
初
は
、
頭
蓋
内
の
病

変
の
み
が
対
象
で
し
た
が
、
徐
々

に
そ
の
適
用
は
拡
大
し
、頭
頸
部
、

脊
椎
脊
髄
、
体
幹
部
へ
と
、
治
療

の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
こ
の

治
療
に
携
わ
り
、
10
年
間
で
の
べ

３
０
０
０
人
の
患
者
さ
ま
と
出
会

い
ま
し
た
。
脳
神
経
外
科
医
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
頭
蓋
内
疾
患
が
症

例
の
６
割
を
占
め
、
４
割
が
、
頭

頸
部
疾
患
や
脊
椎
脊
髄
疾
患
、
体

幹
部
疾
患
の
患
者
さ
ま
で
す
」

放
射
線
治
療
の
本
質
は

　
「
私
は
、
手
術
や
化
学
療
法
で

　
「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」
は
、
放

射
線
治
療
を
行
な
う
医
療
機
器
で

す
。
放
射
線
治
療
は
、
手
術
・
抗

が
ん
剤
と
並
ぶ
が
ん
の
「
三
大
治

療
法
」
の
一
つ
で
す
。

茅
ケ
崎
中
央
病
院

  

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
セ
ン
タ
ー 

野
村 

竜
太
郎
医
師

医
学
博
士
、日
本
脳
神
経
外
科
学
会 

専
門
医・指
導
医

２０１０年よりサイバーナイフ治療に携わり、約３０００例を経験。
豊富な経験を活かし、最適な治療を迅速に提供しています。
２０１０年よりサイバーナイフ治療に携わり、約３０００例を経験。
豊富な経験を活かし、最適な治療を迅速に提供しています。

担当医師からご挨拶

2画像の
立体イメージを
重ねることで、
悪性腫瘍（がん）
が明瞭化

ＣＴ画像ＣＴ画像

甲状腺

ＣＴ検査

PET-ＣＴ画像PET-ＣＴ画像

PET-ＣＴ検査

PET画像PET画像

PET検査

融
合

位
置
・
大
き
さ
・
進
行
度
も
測
定

　

体
を
構
成
す
る
細
胞
は
、
生
き

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
、ブ
ド
ウ
糖
を
必
要
と
し
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
は
、
こ
の
ブ
ド
ウ

糖
に
ご
く
微
量
の
放
射
線
を
放
出

す
る
フ
ッ
素
と
い
う
「
放
射
性
同

位
元
素
」
を
標
識

し
た
薬
剤
・
Ｆ
Ｄ

Ｇ
を
体
内
に
注

射
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
カ

メ
ラ
で
Ｆ
Ｄ
Ｇ

の
全
身
分
布
を

撮
影
し
ま
す
。

　

が
ん
細
胞
は
、

正
常
細
胞
よ
り

も
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
多

く
取
り
込
む
た

め
、
が
ん
細
胞
の

位
置
や
大
き
さ

だ
け
で
な
く
、
進

行
度
合
い
ま
で

も
調
べ
る
こ
と

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｔ
の
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」

と
は
、
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影

（Positron Emission Tomography

）
の

略
で
、核
医
学
検
査
の
一
種
で
す
。

　

従
来
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の

細
胞
の
構
造
を
見
る
検
査
と
は
異

な
り
、
放
射
性
薬
剤
を
体
内
に
投

与
し
て
、
細
胞
の
活
動
状
況
を
特

殊
な
カ
メ
ラ
で
と
ら
え
、
画
像
化

し
ま
す
。 　

今
年
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」（
茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
５
分
・

国
道
１
号
沿
い
）
に
は
、
放
射
線
治
療
装
置
・
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
腫
瘍
の
位
置
を
正
確
に
捉
え
て
、
病
変
に
対
し
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
照
射
で
き
る

最
先
端
の
医
療
機
器
で
す
。
初
期
の
が
ん
で
も
発
見
可
能
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｔ
（
最
新
型
を

導
入
）
も
あ
り
、同
院
は
が
ん
に
強
い
診
療
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

自
動
追
尾
シ
ス
テ
ム

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ

の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

に
は
、
先
端
に
小
型

の
Ｘ
線
発
生
装
置
が

搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
の
体
の
周
り
を

自
由
に
動
き
、
患
部

へ
集
中
的
に
Ｘ
線
を

照
射
す
る
定
位
放
射

線
治
療
装
置
で
す
。

　

腫
瘍
の
位
置
を
正

確
に
捉
え
、
そ
の
動

き
を
自
動
的
に
追
尾

す
る
こ
と
で
、
病
変

に
対
し
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
照
射

し
、
周
囲
の
正
常
組
織
を
温
存
し

ま
す
。
従
来
の
機
器
よ
り
も
、
低

侵
襲
で
副
作
用
も
少
な
く
、
短
期

間
の
治
療
で
す
む
「
次
世
代
の
医

療
機
器
」
で
す
。

治
療
は
保
険
適
用

　

対
象
は
、
頭
蓋
内
・
頭
頸
部
・

脊
椎
脊
髄
・
体
幹
部
と
、
多
岐
に

わ
た
り
、
そ
の
多
く
は
保
険
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
治
療
時
間
は
１
回

30
分
前
後
で
、
入
院
の
必
要
が
な

い
場
合
も
あ
り
、
通
院
治
療
が
可

能
で
す
。
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

は
完
治
で
き
な
か
っ
た
方
に
、
サ

イ
バ
ー
ナ
イ
フ
治
療
を
行
な
い
、

完
治
し
得
た
症
例
を
多
数
経
験
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
こ
の
10
年
間

の
治
療
を
通
し
て
、
サ
イ
バ
ー
ナ

イ
フ
は
あ
く
ま
で
『
機
械
』
で
あ

り
、
患
者
さ
ま
に
寄
り
添
う
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
我
々
医
療
者
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
放
射
線

治
療
の『
質
』は
、機
械
の『
精
度
』

だ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

当
院
は
、
最
新
鋭
の
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
『
Ｍ
６
』
を
導
入
し
て
お

り
ま
す
（
神
奈
川
県
下
初
）。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
信
頼

で
き
る
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
迅

速
か
つ
最
適
な
治
療
を
皆
さ
ま
に

提
供
し
て
い
き
ま
す
。
治
療
方
針

で
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
、
是
非
お

電
話
く
だ
さ
い
。
最
初
か
ら
、
私

が
相
談
に
の
り
ま
す
！
」

が
で
き
ま
す
。

　

通
常
の
検
査

の
約
10
～
20
倍

の
検
出
能
を
も

ち
、
小
さ
な
病
変

も
早
期
に
発
見

で
き
る
こ
と
が

特
長
で
す
。

短
時
間
・
低
線
量

　

茅
ケ
崎
中
央

病
院
で
は
、
今
年

４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
同
時
に
、

新
型
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｔ
「Biograph 

Horizon

」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
機
器
よ
り
も
、
短
時
間

か
つ
低
線
量
で
撮
影
で
き
る
機
器

で
す
。

▽
短
時
間
撮
影

導
入
し
た
新
し
い
機
器
に
は
、

最
新
鋭
の
画
像
処
理
技
術
（
Ｔ

Ｏ
Ｆ
）
と
高
性
能
カ
メ
ラ
を

搭
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
質
の
高
い
画
像
が
得

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
20
～
30
分

か
か
っ
て
い
た
撮
影
時
間
が
、

こ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
わ
ず

か
10
分
程
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▽
低
被
曝
線
量

逐
次
近
似
画
像
再
構
成
法
（
Ｓ

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
）
を
採
用
し
て

い
る
の
で
、
少
な
い
放
射
線

量
で
Ｃ
Ｔ
撮
影
が
で
き
、
放

射
線
量
の
低
下
を
実
現
化
さ

せ
て
い
ま
す
。

治 療

検 査

※治療イメージ※治療イメージ

☎０４６７（８６）６５３０ 神奈川県茅ヶ崎市
茅ヶ崎２‒２‒３

茅ケ崎中央病院

1

茅ケ崎駅

ココ
中央公園

茅ヶ崎
市役所
茅ヶ崎
市役所

北口北口

45

茅ヶ崎駅前茅ヶ崎駅前

十間坂十間坂

一里塚
平塚平塚 辻堂

新湘南BP

サイバーナイフ

ＰＥＴ－ＣＴ

二
つ
の
医
療
機
器
で
が
ん
を
逃
さ
な
い
！

茅
ケ
崎
中
央
病
院
の
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
治
療

西湘エリア
初導入  
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